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過
去
、
政
府
は
専
門
家
か

ら
な
る
研
究
班
を
編
成
し
、

薬
剤
師
需
給
予
測
を
繰
り
返

し
実
施
し
て
き
ま
し
た
。数

次
に
わ
た
る
推
計
は
、
そ
の

後
の
行
政
・
施
策
や
需
給
動

向
等
に
ど

の
よ
う
な

影
響
を
与

え
た
の

で
し
ょ

う
か
。
ま

た
、
推
計

値
と
そ
の

後
の
実
態

値
と
の
関

係
は
ど
う

だ
っ
た
の

で
し
ょ
う

か
。
薬
学

教
育
６
年

制
の
実

施
、
薬
剤

師
数
お
よ

び
薬
局

数
・
薬
局

調
剤
の
増

加
等
、
薬

剤
師
に
係

る
大
き
な

変
化
が
発

生
し
た

「
平
成
」

（
１
９
８
９
年
１
月
７
日
昭

和
天
皇
逝
去
後
、
89
年
１
月

８
日
か
ら
２
０
１
９
年
４
月

30
日
ま
で
の
明
仁
天
皇
の
在

任
期
間
）
の
時
代
、
約
30
年

間
を
主
な
対
象
と
し
、
そ
の

実
態
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

１
９
７
０
年
か
ら
２
０
１

９
年
ま
で
の
約
半
世
紀
間
の

医
薬
分
業
の

主
な
指
標

（
処
方
箋
受

取
率
、
処
方

箋
発
行
枚
数
）
は
図
の
通
り

推
移
し
ま
し
た
。

　

医
薬
分
業
元
年
と
言
わ
れ

た
の
は
１
９
７
４
年
の
こ

と
。
こ
の
年
「
石
油
シ
ョ
ッ

ク
」
に
よ
る
諸
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
、
医
療
費
の
引

き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

処
方
箋
料
は
２
月
に
増
額

さ
れ
（
６
点
→
10
点
）、
さ

ら
に
10
月
に
は
５
倍
に
引

上
げ
ら
れ
ま
し
た
（
10
点

→
50
点
）。
同
時
に
調
剤
基

本
料
（
80
円
→
１
０
０
円
→

２
０
０
円
）、
内
服
薬
調
剤

料
（
26
円
→
40
円
→
44
円
）

も
引
き
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、

10
月
に
は
休
日
加
算
（
１
４

０
／
１
０
０
）、
時
間
外
加

算
（
１
０
０
／
１
０
０
）
の

新
設
、
深
夜
加
算
（
１
０
０

／
１
０
０
→
２
０
０
／
１
０

０
）
の
引
き
上
げ
措
置
も
と

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
保
険
診
療
面
で
の

対
応
等
も
あ
り
、
74
年
の
処

方
箋
発
行
枚
数
は
７
３
０
万

枚
を
数
え
ま
し
た
。
８
億
枚

を
超
え
る
現
在
の
処
方
箋
枚

数
か
ら
見
る
と
、
１
％
以
下

と
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、

前
年
の
５
１
０
万
枚
と
比
較

す
る
と
、
約
４
割
の
増
加
で

す
。
翌
75
年
に
は
１
４
４
０

万
枚
と
倍
増
し
、
そ
の
後
２

０
０
０
万
枚
（
76
年
）、
３

０
０
０
万
枚
（
78
年
）、
４

０
０
０
万
枚
（
79
年
）、
７

０
０
０
万
枚
（
81
年
）
と
増

加
、
そ
し
て
84
年
に
は
１
億

枚
に
達
し
ま
す
。

　

ま
た
、
処
方
箋
受
取
率
は

81
年
に
は
６
・
０
％
と
、
74

年
の
０
・
６
％
の
10
倍
を
記

録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
数
が
74
年
を
分
業

元
年
と
呼
ぶ
主
な
理
由
で

す
。
分
業
の
進
展
を
史
実
的

に
区
分
す
る
と
、
74
年
頃
、

つ
ま
り
70
年
代
中
後
半
か
ら

80
年
代
へ
至
る
７
～
８
年
の

期
間
が
、
分
業
進
展
の
第
１

ス
テ
ー
ジ
・

分
業
初
動
期

と
見
な
す
こ

と
が
で
き
ま

す
。

　

第
１
ス
テ
ー
ジ
か
ら
約
10

年
後
、
新
た
な
動
き
が
見
ら

れ
ま
す
。
92
年
、
政
府
・
中

医
協
は
薬
価
算
定
方
式
を
そ

れ
ま
で
の
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
方

式
か
ら
加
重
平
均
値
一
定
価

格
幅
方
式
（
Ｒ
︲
方
式
）
へ

変
更
し
ま
し
た
。
そ
し
て
価

格
幅
（
Ｒ
幅
）
は
15
％
（
92

年
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

13
％
（
94
年
）、
11
％
（
96

年
）、
10
％
（
98
年
）
と
計

画
的
に
引
き
下
げ
、
２
０

０
０
年
に
は
５
％
に
、
そ
し

て
現
在
の
２
％
に
至
っ
て
い

ま
す
。
処
方
箋
料
改
定
は
74

年
以
降
も
実
施
さ
れ
、
92
年

に
は
55
点
が
74
点
に
、
98
年

に
は
79
点
が
81
点
に
、
調
剤

基
本
料
も
92
年
31
点
が
35
点

に
、
94
年
40
点
、
96
年
45

点
、
98
年
に
は
49
点
（
１
ａ

区
分
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
92
年
頃
以
降
、
医
薬

分
業
は
急
伸
し
ま
す
。

　

84
年
に
１
億
枚
台
に
達
し

て
い
た
処
方
箋
発
行
枚
数

は
、
93
年
２
億
枚
、
98
年
４

億
枚
、
そ
し
て
２
０
０
０
年

に
は
５
億
枚
台
に
達
し
ま

す
。
ま
た
87
年
10
・
１
％
と

10
％
台
に
達
し
て
い
た
処
方

箋
受
取
率
は
、
12
・
０
％

（
90
年
）、
20
・
３
％
（
95

年
）、
30
・
５
％
（
98
年
）、

44
・
５
％（
２
０
０
１
年
）、

そ
し
て
03
年
に
は
51
・
６
％

と
５
割
を
超
え
ま
し
た
。

　

92
年
か
ら
２
０
０
０
年
頃

ま
で
の
７
～
８
年
の
期
間

が
、
分
業
進
展
の
第
２
ス

テ
ー
ジ
・
分
業
急
増
期
と
見

な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
続
く
）

藤井もとゆきの

ひとり言

薬
剤
師
の
需
給
推
計
⑵
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図　処方箋受取率および処方箋発行枚数
　

血
小
板
は
癌
の
遠
隔
転
移
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
、
様
々
な
先
行
研
究
に

よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
骨
肉
腫
の
よ
う
な
間

葉
系
細
胞
を
起
源
と
す
る
希
少

癌
の
転
移
機
構
に
つ
い
て
は
不

明
な
点
が
多
く
あ
る
た
め
、
今

回
、
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
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処
方
箋
発
行
枚
数
（
百
万
枚
）

処
方
箋
受
取
率
（
％
）

×100

詳
細
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
取

り
組
ん
だ
。

　

ま
ず
、
骨
肉
腫
細
胞
が
血
小

板
を
活
性
化
す
る
能
力
を
持
つ

か
を
調
べ
る
た
め
、
調
整
し
た

血
小
板
懸
濁
液
に
骨
肉
腫
細
胞

を
添
加
し
、
血
小
板
と
癌
細
胞

か
ら
な
る
凝
集
塊
の
形
成
度
を

血
小
板
凝
集
計
で
計
測
し
た
。

そ
の
結
果
、
低
転
移
性
の
肺
癌

細
胞
株
Ａ
５
４
９
で
は
凝
集
塊

の
形
成
が
全
く
誘
導
さ
れ
な

か
っ
た
の
に
対
し
て
、
骨
肉
腫

細
胞
で
は
８
株
全
て
で
速
や
か

に
凝
集
塊
が
形
成
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
骨
肉
腫
細
胞
は

血
小
板
を
活
性
化
す
る
能
力
が

非
常
に
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

血
小
板
の
内
部
に
は
、
細
胞

増
殖
や
炎
症
を
誘
引
す
る
様
々

な
生
理
活
性
物
質
が
含
ま
れ
て

お
り
、
血
小
板
の
活
性
化
に
伴

い
外
部
へ
と
産
生
・
放
出
さ
れ

る
。
そ
こ
で
、
活
性
化
血
小
板

か
ら
産
生
・
放
出
さ
れ
る
生
理

活
性
物
質
（
血
小
板
放
出
物
）

が
骨
肉
腫
細
胞
に
与
え
る
影
響

を
評
価
す
る
と
、
血
小
板
放
出

物
は
骨
肉
腫
細
胞
の
浸
潤
能
を

亢
進
さ
せ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

血
小
板
放
出
物
を
熱
処
理
し
た

場
合
に
も
骨
肉
腫
の
浸
潤
能
を

亢
進
す
る
活
性
が
保
持
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
耐
熱
性
分
子
で
あ

る
脂
質
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
に
着
目

し
調
べ
る
と
、
こ
の
責
任
分
子

が
Ｌ
Ｐ
Ａ
で
あ
っ
た
。

　

公
共
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録

さ
れ
て
い
る
骨
肉
腫
患
者
検

体
お
よ
び
細
胞
株
のRNA-seq

デ
ー
タ
を
再
解
析
す
る
と
、
骨

肉
腫
で
は
Ｌ
Ｐ
Ａ
Ｒ
１
が
高
発

現
し
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
た
た
め
、
複
数
の
骨
肉
腫
細

胞
株
と
骨
肉
腫
患
者
由
来
ゼ
ノ

グ
ラ
フ
ト
を
用
い
て
検
証
を
行

う
と
、
骨
肉
腫
で
は
確
か
に
Ｌ

Ｐ
Ａ
Ｒ
１
が
高
発
現
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｌ
Ｐ
Ａ
Ｒ
１
を

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
骨
肉
腫
細

胞
を
樹
立
し
そ
の
浸
潤
能
を
評

価
す
る
と
、
Ｌ
Ｐ
Ａ
Ｒ
１
の

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
は
、
血
小
板

放
出
物
に
よ
り
誘
導
さ
れ
る
浸

潤
能
の
亢
進
が
起
こ
ら
な
く

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｐ
Ａ

Ｒ
１
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
骨
肉
腫
細

胞
の
肺
転
移
能
を
実
験
的
肺
転

移
モ
デ
ル
で
評
価
す
る
と
、
骨

肉
腫
細
胞
に
よ
り
形
成
さ
れ
る

早
期
の
肺
転
移
結
節
が
Ｌ
Ｐ
Ａ

Ｒ
１
の
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
り

阻
害
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｌ
Ｐ
Ａ
Ｒ
１
の
機

能
を
阻
害
す
る
Ｌ
Ｐ
Ａ
Ｒ
１
ア

ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
を
マ
ウ
ス
に
投

与
し
、
骨
肉
腫
の
実
験
的
肺
転

移
に
与
え
る
影
響
を
評
価
し

た
。
そ
の
結
果
、
Ｌ
Ｐ
Ａ
Ｒ
１

ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
の
事
前
投
与

に
よ
り
、
骨
肉
腫
細
胞
の
早
期

の
肺
へ
の
生
着
が
有
意
に
抑
制

さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

今
回
の
検
討
か
ら
、
Ｌ
Ｐ
Ａ

Ｒ
１
の
機
能
を
阻
害
す
る
薬
剤

は
、
骨
肉
腫
の
肺
転
移
を
抑
制

す
る
分
子
標
的
薬
と
な
る
可
能

性
が
示
唆
さ
れ
た
。
な
お
、
Ｌ

Ｐ
Ａ
Ｒ
１
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト

は
、
特
発
性
肺
線
維
症
の
治
療

薬
と
し
て
現
在
臨
床
試
験
中
だ

が
、
骨
肉
腫
患
者
に
投
与
し
た

際
の
安
全
性
や
有
効
性
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
、
臨
床
試

験
に
よ
る
さ
ら
な
る
検
討
が
必

須
に
な
る
。

新
た
な
転
移
阻
害
薬
候
補
も

　

が
ん
研
究
会
が
ん
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
基
礎
研
究
部
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
骨

肉
腫
細
胞
が
血
流
中
で
血
小
板
と
接
触
す
る
こ
と
で
血
小
板
を
活
性
化
し
、
活
性

化
血
小
板
か
ら
産
生
・
放
出
さ
れ
る
リ
ゾ
ホ
ス
フ
ァ
チ
ジ
ン
酸
（
Ｌ
Ｐ
Ａ
）
を
介

し
浸
潤
能
を
亢
進
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
骨
肉
腫
細
胞
で
は
Ｌ
Ｐ

Ａ
受
容
体
Ｌ
Ｐ
Ａ
Ｒ
１
が
高
発
現
し
て
お
り
、
血
小
板
依
存
的
な
骨
肉
腫
の
浸
潤

能
亢
進
に
必
須
で
あ
る
こ
と
を
、
マ
ウ
ス
肺
転
移
モ
デ
ル
で
見
出
す
と
共
に
、
Ｌ
Ｐ
Ａ
Ｒ

１
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス
ト
投
与
で
、
骨
肉
腫
の
肺
転
移
を
抑
制
で
き
る
可
能
性
を
示
し
た
。

がん研グループ 骨
肉
腫
の
肺
転
移
機
構
解
明


